
北海道農産協会ホームページ 農業気象情報
（気象庁ホームページ）

天気予報
（気象庁ホームページ）

https://hokkaido-nosan.or.jp

技術情報誌「農産技術だより」はホームページでもご覧になれます。
https://hokkaido-nosan.or.jp

「農産技術だより」は、生産者拠出（北海道産麦生産流通安定対策事業）を財源に作成しています。
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雪腐病の適正防除で小麦の生育を確保しましょう

令和2年の秋まき小麦のは種作業は、全道的に平年よりやや早く進み、出芽も順調でした。道
東地域では、根雪が遅く土壌凍結が例年より深く入っている地域もみられました。
また、道央の一部地域では記録的な降雪量を記録しました。
土壌凍結や多雪の影響で、雪腐病や冬損による生育不良が心配されましたが、3月以降の高温
条件で融雪が早まり、根雪期間も短くなったことから、雪腐病の発生は平年より少ない状況でし
た。
越冬前の気温経過や冬期間の積雪状況は不安定であることから、小麦の越冬性を高めるために
雪腐病防除は欠かせません。適切な時期に雪腐病防除を実施し、良品質小麦の安定確収を実現し
ましょう。

1 雪腐病発生状況
令和3年産の一般ほにおける発生面積率、被害面積率は、ともに平年より低くなりました。病
原菌種別では、雪腐褐色小粒菌核病、紅色雪腐病の割合が高い地域が多かったものの、褐色雪腐
病は空知、上川、留萌地方で高くなりました（図1）。十勝地方では一部でスッポヌケ症の発生
が認められました。
雪腐病は、根雪期間および融雪期の早晩によって発生状況が大きく左右されることから、越冬
前の薬剤防除と耕種的防除を確実に実施することが重要です。

( )
図1 雪腐病発生ほの病原菌種別発生割合

（2021年5月18日 病害虫発生予察情報5月月報 北海道病害虫防除所）

2 発生しやすい菌種を確認しましょう
雪腐病は、病原菌の種類（菌種）によって、発生生態や発生しやすい条件に違いがあります。
また、菌種によって防除薬剤の効果が異なるため、それぞれの地域やほ場で発生しやすい雪腐
病の菌種を把握し（表1）、それに応じた効果的な薬剤を選択する必要があります。
なお、紅色雪腐病は、薬剤による種子消毒も重要な防除対策です。
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3 菌種と薬剤の残効に応じた薬剤防除を
道総研中央・上川・十勝・北見の各農業試験場から、雪腐病の菌種別に、薬剤散布から根雪始
までの降水量と各殺菌剤の残効性および菌種と薬剤の残効に応じた防除技術が提示されています
（「小麦の雪腐黒色小粒菌核病および雪腐大粒菌核病に対する殺菌剤の残効性と防除時期」「小麦
の雪腐褐色小粒菌核病および褐色雪腐病に対する殺菌剤の残効性と防除時期」、いずれも平成26
年北海道普及推進事項）。
残効が長い薬剤と、残効の目安となる薬剤散布から根雪始までの降水量を、表2に示します。
この技術を活用することで、根雪直前まで待たず、より早い時期からの薬剤防除が可能となりま
す。

表1 雪腐病の菌種の特徴と対策

笠原原図 笠原原図 笠原原図

笠原原図 山名原図
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表2 残効の長い殺菌剤（地域・菌種別）

表3 表2の殺菌剤を使用した場合の各地域における防除時期の目安
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⑴ 雪腐黒色小粒菌核病・雪腐大粒菌核病
主に少雪地帯を中心に発生します。発病度が25を超えると茎が枯死する個体が増え、生育がば
らつく要因となります。そのため、発病度25を防除の目標としています。雪腐黒色小粒菌核病に
対しては、フルアジナム水和剤Fとテブコナゾール水和剤Fが、雪腐大粒菌核病に対しては、フ
ルアジナム水和剤Fとチオファネートメチル水和剤が残効性に優れる結果となっています。
⑵ 雪腐褐色小粒菌核病・褐色雪腐病
主に多雪地帯を中心に発生します。発病度が50（全葉枯死や茎の半数が枯死など）を超えると
収量・品質が低下するため、雪腐褐色小粒菌核病は防除価40、褐色雪腐病は防除価60を防除の目
標としています。雪腐褐色小粒菌核病に対しては、フルアジナム水和剤Fとテブコナゾール水和
剤Fが、褐色雪腐病に対しては、シアゾファミド水和剤Fが残効性に優れる結果となっています。
ただし、テブコナゾール水和剤Fを散布すると褐色雪腐病の発生を助長する場合があるため、褐
色雪腐病が問題となる地域では、シアゾファミド水和剤Fによる防除を行う必要があります。

＜防除価とは＞
無防除区における発病度を100とした場合の防除区の効果の程度を示す指数。防除価が
高いほど効果が高い。
＜発病度とは＞
発病指数を定め株数調査を集計し発病の程度を表す指標で、0～100（最大）。

⑶ 本技術の活用にあたっての注意事項
① 薬剤の残効は、散布から根雪始までの降水量に応じて減少するため、降水量が目安を超え
た場合には、この技術で目標とする防除効果が得られない可能性があります。
② この技術は、地上散布で散布水量100L／10aによる調査結果に基づくものであり、無人ヘ
リコプターによる散布は検討していません。
③ 紅色雪腐病防除のための種子消毒が行われていることが前提です。

4 耐雪性には品種間差があります
硬質品種の「ゆめちから」は、耐雪性が「キタノカオリ」並の“中”で、「きたほなみ」
に比べ、やや劣ることから、特にこれらの品種は薬剤防除を確実に実施しましょう（表4）。

表4 秋まき小麦各品種の耐雪性
品 種 名 耐雪性の強弱
きたほなみ やや強
キタノカオリ 中（やや強）
ゆめちから 中
つるきち 中

・耐雪性は、雪腐褐色小粒菌核病に対する耐病
性検定結果に基づき評価している指標
・（ ）は品種登録時の評価

5 防除適期を逃さないための準備
ほ場がぬかるみ、雪腐病防除のための作業機械が走行できない事態を避けるため、は種前のサ
ブソイラ施工や排水が不良な部分には必要に応じて溝切りを行いましょう（写真1）。
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6 無人ヘリコプター使用の際は、法令と安全対策を再確認しましょう
産業用無人ヘリコプター（いわゆるラジヘリ）やドローン等の無人航空機による農薬散布等を
行う場合は、航空法の定めにより国土交通大臣の許可・承認が必要です（ただし、機体本体の重
量とバッテリーの重量の合計が200g未満のものを除く）。
一般社団法人農林水産航空協会では、航空法の一部改正と農薬散布に係る許可・承認の説明を
含む「産業用無人ヘリコプターによる病害虫防除実施者のための安全対策マニュアル［令和3年
版］」を公開しています。（http : //www.j3a.or.jp/business/helicopter3/manual_r03.pdf）
ラジヘリ等による雪腐病防除に際しては、今一度、関係法令や安全対策マニュアルの内容を確
認し、法令を遵守するとともに、事故防止を図りましょう。

7 耕種的防除と薬剤防除の組み合わせで総合対策を
雪腐病対策では、薬剤防除と耕種的防除を組み合わせて行い、越冬に必要な生育量を確保する
とともに、土壌中の雪腐病菌密度を高めないことが重要です。
写真2は、は種日、は種量、基肥施用量、雪腐病の薬剤防除が同一のほ場の様子です。
連作部分では雪腐病の発生が多く、この後廃耕に至る被害となりました。連作は、雪腐病の他
に縞萎縮病、眼紋病、立枯病、条斑病、なまぐさ黒穂病等の発生を助長します。
近年は、道央地域では、秋まき小麦の連作を回避するために、田畑輪換が容易な乾田直播や無
代掻き栽培を導入し、麦・大豆との輪作を実践している事例など、小麦の連作を回避するための
取組みが進められています。適正な輪作体系づくりに向けて、地域一丸となった対応が求められ
ています。

写真1 サブソイラによる排水改善 写真2 前作物による雪腐病
発病程度の違い

（文責 一般社団法人 北海道農産協会 三宅俊秀）
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●主催及び後援団体
主催：一般社団法人 北海道農産協会
後援：国立研究開発法人 農業・食品産業技術総合研究機構 北海道農業研究センター

北海道
地方独立行政法人 北海道立総合研究機構 農業研究本部
北海道農業協同組合中央会
ホクレン農業協同組合連合会
北海道農産物集荷協同組合

●参加資格及び手続き等
⑴ 道内で水稲を作付けする個人・生産グループ・法人（原則として北海道の優良品種を全面 積作
付けしていること）を対象とします。
但し、過去3カ年以内の最優秀賞受賞者は同じ栽培部門（「移植栽培部門」個人の部、同生産グ
ループの部、「直播栽培部門」個人の部、同生産グループの部）の参加資格を有しない。

⑵ この共励会への参加は、市町村米麦改良協会が農業改良普及センター所長（又は支所長）と協議
の上推薦したものを、地区米麦改良協会において選考し推薦するものとします。

⑶ 主催者への推薦調書の送付期限 令和3年12月17日（金）

●共励項目
【個人の部・生産グループの部共通】
⑴ 土づくり並びに施肥、栽培管理等
⑵ 収量並びに収量の安定度
⑶ 出荷成績（1等米・高品質米の出荷）
⑷ クリーン農業等の取組み（特別栽培米・Yes！clean米等の取組み）
⑸ 病害虫防除の取組み
⑹ 経営の観点からの評価（低コスト生産への取組み等）

【個人の部】
⑺ 良質米生産のための取組み（品質向上への技術的特徴等）
【生産グループの部】
⑻ 生産グループしての統一性、目標達成に向けた取組み

●審査及び審査委員会
後援団体代表者からなる審査委員会を設け審査にあたります

●表彰
審査の結果、その成績が優秀と認めたものを表彰します。

※その他詳細については実施要領にて確認願います

□第59回（令和3年度）北海道優良米生産出荷共励会実施要領
□推薦調書（様式：Word形式）
□移植栽培 個人の部
□移植栽培 生産グループの部
□直播栽培 個人の部
□直播栽培 生産グループの部

□推薦調書（記入例）
□移植栽培 個人の部
□移植栽培 生産グループの部
□直播栽培 個人の部
□直播栽培 生産グループの部
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1．排水対策、土壌改良、有機物施用等を行い、ほ場の土壌環境を良くしよう。

2．連作を避け、土壌病害の軽減と地力の維持・増進を図るために輪作体系を確
立しよう。

3．地域性、圃場条件、品種特性等を十分に配慮し、適正に施肥しよう。

4．適期播種を行い、葉数確保と養分蓄積を図り、越冬に備えよう。

5．雪腐病防除のため、種子消毒・薬剤防除・融雪促進を徹底しよう。

6．収量・品質向上のため、春播小麦の播種は可能な限り早くしよう。

7．病害虫の防除は、適正薬剤で適期に、効果的に行い、特に赤かび病防除は徹
底しよう。

8．適期収穫を行うとともに、穂発芽粒・赤かび粒混入を防ぐための別刈りを徹
底しよう。

9．適正な乾燥調製を行い、低アミロ麦・異臭麦の発生等による品質劣化を防ご
う。

10．DON低減に向け、適正な受け入れ・乾燥・調製・保管の実施を徹底しよう。

11．麦稈は、圃場外に搬出し、完熟堆肥にして圃場に還元しよう。

12．小麦跡地には、緑肥を栽培し、地力の増進と雑草発生防止に努めよう。

小麦づくり12カ条
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